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九
〇
年

.0
假
條
約
を
繼
績
オ
る
旨
發
褒
せ
り

0
.:
;

.
佛
國
政
府
亦
同
約
永
績
.(
:
同
意
^
表
し
侧：

月

六

日
—*
*
' 

の
文
，書
を
ニ
國
問
に：

交
換
せ
り
。
.

超
へ
て
.
一.九
◦
四
年
四
月
八
日
兩
侧
政
府
は
偷
敦
に 

於
て
芷
式
に
條
約
を
M

結
し
二
.ユ
I

フ
.
ァ
？

ダ
ド
ラV

 

ド
に
て
生
じ
れ
る
諸
純
の
難
：問
題
解
決
を
計
れ
b

o
此 

の
條
約
に
.ょ
b
佛
國
は
ゥ
ト
レ
ヒ
ト
條
約
第
十
三
條
に
一 

ょ
^V

て
得
た
.る
特
樅
を
放
棄
し
其
の
.代
償
ど
し
て
怫
國I 

市
民
は
•セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
岬
及
び
レ
丨
'岬
.問
に
橫
は
る
二
一 

ユ
ー
フ
ァ
ゥ
ン
ド
ラX

ド
沿
岸
に
於
て
英
國
R

民

ど

對

| 

缝
の
資
格
に
於
て
漁
獵
の
權
を
有
す
る
を
識
め
ら
る

。
\ 

必
ほ
側
國
浪
夫
は
食
來
^
依
等
を
求
め
雨
露
を
據
ぐ
の\ 

封
的
を
以
て
同
海
岸
港
_
上
隆
の
權
を
赋
與
せ
ら
れ
た 

t

犯
し
地
方
の
规
則
遵
守
す
べ
き
は
勿
諸
と
す
。
該

\ 

协
約
は
使
用
す
べ
き
漁
網
の
純
類
に
も
多
少
の
制
限
を 

加
へ
叙
上
の
沿
岸
漁
獵
警
察
官
及
び
不
疋
の
«
類
賣
買 

_

止
に
關
し
.て
は 
一一_

政
府
典
同
設
.定
の
條
例
を
遵
奉 

す
べ
き
も
の
と
定
め
た
り
。
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業
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金
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第
四
節
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金
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愤
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咕
差
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企
業
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-
.
第
二
款
弗
金
融
業
港
•
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‘第
五
節
賢
佥
の
需
用
着
と
佻
給
潜

第

1

節
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I

融
遛
階
級
何
の
供
給 

旣

述

：
の

如

く

，
、

一

.融
i

M

內
に
於
け
る
純
利
子
步 

合
は
其
階
級
內
に
於
.け
る
資
金
.の
需
用
並
に
供
給
の一 

致
す
る
點
に
定
ま
る
も
の
■に
し
て
,
其
中
資
金
の
需
用 

が
如
何
な
る
原
因
に
依
り
て
發
生
し
、
如
何
な
る
®

^
 

に
依
り
て
其
多
*

が
®

ま
る
も
の
な
る
や
は
前
號
に
於

て
說
述
せ
し
所
.■な
る
が
、
今
や
菩
人
は
進
ん
で
本
«

に 

於
て
資
金
の
供
給
が
如
何
に
し

て
發
生
し
其
高
低
が
如 

何
な
る
事
情
に
依
り
て
定
ま
る
も
の
な
る
や
を
®
明
せ 

.ん
ビ
欲
ず

。

' 

'

抑

も

.一
融
通
階
級
內
に
於
け
る
資
金
の
供
給
は
需
用 

V
J

同
じ
C
數
多
の
.人
0-
:供
給
額
の
合
計
に
外
な
ら
ず
。 

假
6

に
貸
借
に
何
等
の
手
數
又
ば
危
險
を
伴
は
ざ
る
場 

合
に
利
子
が
年
六
分
な
る
と
き
にS

-

は
六
百
圆
、
乙
は 

1

1
西
關
、
丙

は
|5
.圆
の
資
金
を
供
.縦
す
る
ど
せ
ば
、
此
融 

通
階
級
內
に
於
け
る
資
金
の
.供

給

は

合

計

九

；白

圆

な
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ビ
す
。
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論
此
供
給
額
れ
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や
個
人
的
に
之
を
觀
る
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將
た
又
全
體
に
就
き

て
之
を
論
ず
-̂
も
、
純
利
子
步
合 

の
騰
落
に
從
ひ
て
增
減
ず
ぎ
を
常
ビ
，す
。換
言
す
れ
ば
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利
子
步
合
騰
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す
れ
ば
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資
金
の
供
給
增
加
し
、
利
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下
落
せ
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表
に
示
す
か
免
く
、
利
子
步
合
の
漸
騰
す
る
に
從 

ひ
資
金
の
供
給
额
も
亦
纖
僧
^
、
漸
落
す
る
に
從
ひ
遞 

減
す
る
も
の
な
る
が
、
其
供
給
の
遞
增
減
が
利
子
步
合 

騰
落
の
程
度
^

一
 
定
の
比
率
を
保
つ
も
の
な
想
像 

す
る
こ
ビ
を
得
ず
。
換
言
v
れ̂
ば
、
利
子
步
合
が
五
分 

な
る
と
き
に
資
金
の
供
給
千
圆
ぁ
り
ビ
し
"
六
分
な
、
b 

ば
¥
'1
'
1
]?
|1
ミ
な
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ど
假
定
.警
な
場
合
：.に
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せ
ば
、
資
汆
の
供
^

千̂
，1
!
:
¥
圆
^
^
^
す
可

f

跳

兄



f r ^  T  * が牙̂ 學 找 斤 ^ 卜？ララt 允” 卜ぐン姻^ ^ 靜賴漁^ ^ ^ 於ザ̂ ^ ^ ^

\i i

\1 

S

V ふ

: #
谬
愈

第

十

怨
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l

H

m

v雑
：

錄

r
資
金
佻
.給
論
：：

し
ビ
云
ふ
.」
ビ
を
#
ざ
る
な
り
。
蓋
し
資
金
の
供
給
は 

幾

多

の

傷

に

依

b

て
定
ま
る
V

の
な
る
.を
以
'て
、

利( 

子

歩

合

奏

金

の

供
.給
間
.F
一
 ：

定
の
比
率
あ
K

ビ
は
想
. 

像
す
る> 

 ̂Vi

能
は
ざ
る
な
り
9

次
に
右
表
に
は
利
子
步
合
が
ニ
分
な
，ら
ば
、
甲
は
三 

西
圓
，
乙
は
五
十
圓

-を
供
給
す
る
も
、
丙
は
全
く
資
金

. 

を
供
給
せ
ず
ビ
假
定
せ
る
が
、
こ
は
利
子
_

が
低
卞 

す
る
に
從
ひ
以
前
の
供
給
者
が
全
く
供
給
を
中
止
す
る 

.こ
と

>̂
る
の
事
實
を
示
さ
ん
が
爲
め
な
り
。

一.分
の

S 

き
に
於
け
る

乙
に
就
き
て
云
ふ
も
亦
同
じ
。
而
炉
も
甲

'. 

が
無
利
子
な
る

に
拘
ら
す
尙
ほ
百
圆
の
資
金
を
供
給
す 

ビ
假
定
せ
し
は
何
故
な
り
や
。
日
く
、
縱
令
無
利
子
に 

て
も
保
管
預
け
の

.意
味
に
て
資
‘金
を
供
給
す
る
も
の
あ 

6
の
曝
實
を
示
さ
ん
が
爲
め
な
り

.。..
今

H歐
米
諸
國
に

. 

於
て
は
當
座
预
金
に
利
子
を
附
せ
ざ
る
こ
ビ
多
し

。
* 

し
飯
行
な
る
制
度
な
が
り
せ
ば
、
無
利
子
は
患
か
手
數 

料
を
支
挪
ひ
て
も
貨
幣
の
保
瞥
を
他
人
に
婆
託
す
る
者 

妙
ら
ざ
る
な
ら
..ん
。

笫
九
號
ヾ

〇

以
上
說
述
せ
る
.

1
:

融
通
階
級
內
に
於
け
る
個
人
の
鸾 

金
供
給
額
と
全
供
■給
額
迄
の
祖
®'
を
.：一
線
圖
を
以
て
示
，
 

さ
ば
左
の
如
し
。
：
：

2

；

i
i
i
i
g
i
f

第
=
節
各
個
人
の
供
給

マ
融
通
階
級
內
に
於
け
る
資
金
の

供
給
は
前
述
の

如 

く
數
多
の
人
の
資
金
供
給
额
の
總
計
に

外
な
ら
ず
し
て 

前
*
の
大
小
は
各
個
人
の
供
給
額
の
多
媒
に
依
り
て
定 

ま
る
も
の
な
る
が
パ
此
各
個
人
の
供
給
額
は
如
何
に
し 

て
決
定
さ
るA

も
の
な
る
や
。
邊
れ
吾
人
が
本
節
に
於 

て
講
究
せ
ん
ど
欲
す
る
所
な
り
。

抑
も
或
る
個
人
が
一
定
の
時
に
於
て
資
金
を
供
給
す 

る
は
其
時
の
利
子
步
合
が
肖
己
に
對
す
る
其
時
の
資
金 

の
愤
値
時
差
ょ
6
も
高
き
か
或
は
少
く
ビ
も
兩
蕃
が
同 

一
な
る

が

故

な

す
。
假
り
R-
直
接
投
資
に
依
ぅ
て 

年
五
分
の
利
潤
を
得
る
見
込
あ
る
際
に
年
八
分
を
以
て 

贷
與
す
る
こ
と
を
得
ば
、
其
資
金
は
曝
業
に
役
せ
.ら
れ 

す
し
て
貸
付
ら
る
可
し
。

玆
に
所
謂
利
子
步
合
は
ー
個
人
炉
資
金
を
供
給
せ
ん
. 

と
す
る
i

き
に
！g

に
定
ま
れ
る
も
の
な
り
.ビ
す
。
而
し 

て
其
個
人
に
■

す
る
供
給
»

金
の
價
値
時
差
は
資
金
の
，
 

供
給
額
以
增
減
に
，從
ひ
' て
變
戰
す
る
：を
常
と
す
。
而
か

筋
十
餘(

ー
三
ー
五)

•
嫌
.

錄
：

資
会
俾
給
論
：

も
雷
用
者
に
對
す
る
資
金
の
僧
値
時
差
は
前
述
の
如
く 

借
入
額
の
增
す
に
從
ひ
減
退
す
る
も
の
な
る
が
、
供
給 

索
に
對
す
る
價
値
時
差
は
是
れ
V
JJH
反
對
に
®
付
額
の 

增
す
に
從
ひ
_

脹
す
る
も
の
な
り
。
第
一
節
に
於
て
利 

子
步
合
の
漸
騰
す
る
に
從
ひS

-

の
資
金
供
給
额
は
左
の 

如
く
遞
增
す
、/

」

假
足
せ
し
が
、
此
假
®

の
根
據
は
即
y
 

茲
に
說
明
す
る
偕
値
時
差
對
貸
付
湖
の
關
係
に
苻
せ

利
子
歩
合 

•
0 

I

分

ニ

分
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分
 

四

分
 

玉

分
 

六
•
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七

分
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の
佻
給
額

.

w

M

ニ

W
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,
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圆 

三
苜
玉
十

®! 

四

百

圆

 

四
！

2

五
十
冏 

.
六

宵

'四 

七
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圆

.
千

：
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:

千
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九
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笊
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# 

(

I

H

H

C 
.
雜 

0 

s

#

l

.

即
ち
平
が
'無
利
子
に
て
西
圆
、
.
四
分
に
て
四
百
圆
、
 

，十
割
に
て
千
圆
の
資
金
を
供
給
す
る
は
申
が
資
金
の
貸 

付
即
ち
供
給
を
增
す
に
從
ひ
甲
に
對
す
る
資
金
の
價
値 

時
差
が
增
進
す
る
が
故
な
K
y。
.
左
表
は
甲
0g

値
時
差 

遞
增
を
示
す
も
の
な
k

。

資
余
贷
付
額 

瓦

.
回 

ニ

W

回
. 

三

W

0 

三
w
3£
十
圆 

四

可

0 

四
诃
五
十
圆
' 

六

TI

0 

七

W

圆

惯
値
時
差

:-
〇 

,

分 

ニ

分
 

三

分
 

四

分
 

五
へ
分 

A
....分 

七
',
分

,
u
» 

i

:

千

If
l

.

.

.

玉

千

四
 

：
Ti
割

.
即
ち
利
子
步
合
四
分
.な
ら
ば
"
卬
が
四
西
师
丈
け
供 

r
し

四

'6
五
十
圆
供
給
せ
ざ
る
は
四(

白
圓
貸
與
せ
る 

げ
r
方
ける

©*

に
费
す
る
資
金
の
偕
値
時
差
は
四
分
な

笛
九
號 

一
一
ニ

る
を
以
て
失
ふ
所
な
き
も
、
四
f
B五
十
圆
貨
與
せ
る
母 

の
資
金
の
價
値
時
差
は
五
.分
な
る
に
、
債
務
*
ょ
り
收 

め
得
^
利
子
は
四
分
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
な
り
。
今
叱 

a
を
線
圔
を.

以
て
示
せ
ば
，*

の
如
し
。

僧

値

時

^

#

利

子

步

命

o

ツルこ̂ と今r?シ叫t…7务マそみレ;社 ぎ ヤ 獅 ^ ^ ぬ秘，ユそクぉザザデ効̂
*、_! \\ ... -；- ■.

:! . 、. ' . 
■•，;*4

! ,

此
圖
の
親
線
は
資
命
供
給
額
の
‘增
加
す
る
に
從
ひ
資 

金
憤
値
時
差
の
漸
騰
す
る
狀
態
を
示
し
、
騰
線
は
旣
に 

定
ま
れ
る
利
子
步
合
を
表
は
す
も
の
に
し
て
、
A

は
.雨 

者
の
交
叉
點
な
レ
と
す
。
而
し
て
B

O
は
此
際
に
^

.

る
資
金
の
供
給
额
を
示
す
も
の
な
り
。
 

\

以
上
論
述
せ
る
所
は
個
人
が
資
金
を
供
給
す
る
際
に
一 

刺
ィ
步
合
が
其
資
金
供
給
の
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
も
の
ビ\ 

の
假
定
を
前
提
せ
し
が
"

其
供
給
.が
比
較
的
多
額
な
らj 

ば
、
利
子
步
合
は
多
少
の
影
響
を
受
け
て
低
落
す
る
こ 

,
V
Jcb
り
。
.■例
へ
ば
一
融
通
|?
|

«
內
に
於
て
或
る
個
人
が
，| 

五
萬
圆
の
資
金
を
突
然
提
供
せ
6

ど
ザ
ん
，か
、
其

以

前

| 

利
子
が
五
步
な
A

し

も

の

四

分

叉

：
は

•
{
，
一
一

 
分
に
低
落
す
る

一
 

こ
ビ
な
し
と
ぜ
す
。
若
し
粜
し
て
然
ら
ば
、
：此
個
人
が

'
 \ 

最
句
五
萬
圆
を
貸
出
す
豫
定
な
り
し
も
利
子
步
合
低
下
一 

の
結
果
と
し
て
全
部
を
提
供
せ
ず
し
て
四
腐
圆
又
は
三 

莴

圆

丈

け

を

供

給

.す

る

こ

と

に

變

®

す
る
.こ
ど
な
し

 ̂

せ
中
。
左
圖
は
即
ち
此
.理
を
說
明
せ
ち
。

.

.

、

第

十

怨

C 

ニ
ー
ニ
七)

雜

錄

資
金
他
給
論

圖
中
傲
線
は
資
金
の
供
給
额
が
增
加
す
る
に
從
ひ
市 

,
場

利

子

步

合

が

漸

次

低

落

ず

る

の

狀
を
示
し
た
る
も
の 

に
:6
て
供
給
漭
に
對
す
る
資
金
の

0

時
差
の
«
]»
を 

表
は
す
黑
線
匕
€

に
於
て
交
叉
せ
b 

o 

.
而
し
て
13
0

が

第
九
號
；

I 

J
H
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w m i  

‘ こ 趣
i

i

笫

十

怨

(

1
H
1八)

雜

錄

資
金
供
給
論

利
子
步
伶
が一

定

不

動

な

假

定

せ

る

場

合

.の
資
金 

供
給
额
を
示
す
S
同
じ
く
、
D.

C

は
利
子
步
合
が
供
铪 

の
影
響
を
受
け
て
漸
落
す
る
際
に
於
け
る
資
金
0.
供
給 

を
表
示
す
る
も
の
に
し
て
、
前
潘
ょ
i

少
量
.な
'る
は
明 

か
な
-
^

す̂
。

以
上
論
述
せ
る
.
が
如
ぐ
。

.一' 融
通
階
級
內
に
於
け
る 

資
金
の
供
給
は
幾
多
個
人
の
供
給
額
の
總
訏
に
外
な
ら 

す
し
：て
各
個
人
の
供
給
额
は
利
子
步
合
並
に
其
個
人
に 

對
す
る
資
金
の
偕
#

時
差
に
依
b

て
定
ま
る
む
0'
,
な
る 

が
•此
價
値
時
差
は
如
何
な
る
原
因
に
依
り
て
定
ま
る
も 

の
な
る
やo

是

れ

菩

人

が

次

，に
«

究
す
,̂

き
も
0'
.な
>
 

ど

す
0 

.

.

..'
、
.

，

-

第
|
|
|
節

金
融
鷄
者
の
價
値
時
差 

凡
そ
資
金
を
供
給
す
，る
者
に
は
質
屋
、金
貸
業
效
、
銀 

广

V

鹗
の
勿
き
資
金
0.
供
給
を
以
て
業
務
ノ
し
な
す
^
デ

c>
之 

を
業
務
と
せ
ざ
る
も
自
己
の
不
用V

J

せ
る
資
金
を
他
;̂ 

に

-®
け
叉
は
«

付
く
る
者
<

の.1」

種
あ
.6
 

o本
節
じ
於 

て
は
.先
づ
金
融
業
者
に
_
す
る
資
金
の
價
値
時
差
を
說

第
九
號

1
1

四

明

し
、
.次
節
U
於
.て
非

金
融
業
者
の
時
•差

に
論
及
せ

ん
 

と

欲
ず
？
.さ

れ

と

、金
融
業
.者
も

亦
主
ぐJ

し

て

自

己

所
 

有
0.
:資
余
を
.供
給
す
を
質
屋
貨
金
業
者
等
€
他
ょ
り
預 

れ
る
資
金
を
供
給
す
る
銀
行V

J

の 
一I

爾
ぁ
れ
ば
、
此
爾 

漭
を
箇
々

別

‘々

に論
述
す
可

し

。

'

:

.

.

第
1
款

貨

金

業

漭
 

貸
金
業
漭
の
多
く
は
土
地
家
賃等
を
所
有
し
之
が
贷
. 

付
ょ
り
生
ず
る
地
代
家
屋
等
に
依

-？
)

て
露
分
に
'衣
食
住 

費
を
償
ふ
と
を
得
る
も
の
な
る
が
、S

收
入
の
全
^
を 

擧

げ

て

生

活

费

に

充

て

す

し

て

，’

一

部

を

節

約

貯

菩

し 

て
以
て
利
殖
を
圖
ら
んV

J

欲
す
る
も
の
な
り
。
而
が
も 

之
を
銀
行
に
预
入
し
て
低
利
を
收
む
る
に
滿
足
せ
す
し 

，て

、

自

己

の

餘

暇

を

利

用

し

且

つ

貸

借

に

伴

ふ

多

少

の
 

危

險

を
_

し

て

種

々

の

原

因

の

爲

め

に

鈒

行

ょ
，：：
V

低
利 

資
金
を
惜
入
る
、

こV
J

を
得
ざ
る
奢
に
比
較
的
高
率
の 

利
子
を
以
て
資
金
を
貸
付
く
る
こ
と
を
業
務
^
せ
む

0
 

而
し
て
此
等
貸
金
業
漭に
■
す
る
資
金
の
惯
ff
i

g
恙

‘ 

は
各
個
人
の性
質
供
給
資
金
の
多
®

並

に

所

得

^

®

の

:

I

む

大
小
に
依
り
て
宛
ま
る
も
の
な
り
と
す
。
詳
言
す
れ
ば 

將
來
を
處
る
こ
ビ
多
け
れ
ば
多
き
程
、
所
得
の
大
な
れ 

ば
大
な
る
积
，
且

つ1

定

の

時

に

於

け

.る

運

用

資

金

の 

多
け
.れ
ば
多
き
丈
け
、
資
金
の
價
値
時
差
低
し

。
f
 

ど
雖
も
"
貸
金
業
漭
は
節
儉
心
に
當
む
も
の
な
る
を
以 

て
此
點
よ
b
觀
れ
ば
、
'其
傲
値
時
差
は
低
く
け
れ
ど
其 

の
多
く
は
左
程
多
額
の
所
得
を
布
せ
す
、
Ji
つ
比
較
的 

少
額
の
資
金
を
運
用
し
て
貸
金
業
を
營
む
も
の
な
る
を 

以
て
、
結
周
其
の
價
値
時
萆
は
比
較
的
高
き
が
如
レ
。 

尤
も
©

金
業
恶
が
實
際
に
愤
務
蒋
よ
V

要
求
す
る
利
子 

の
高
率
な
.る
は
價
値
時
差
の
高
き
故
の
み
に
非
す
し
て 

高
率
の
手
數
料
並
に
保
險
料
を
合
む
爲
め
な
り
t
す
。

. 

蓋
し
貸
金
業
は
信
用
低
く
し
て
低
利
を
以
て
銀
行
よ
り 

资
金
の
舰
通
令
受
く
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
潘
に
資
金
を
供 

給
す
る
も
の
な
る
を
以
て
元
利
金
の
囘
收
上
危
險
少
か 

ら
ざ
る
爲
め
、
此
危
險
よ
h
生
ず
る
損
害
を
偾
ふ
は
目 

的
を
以
て
豫
じ
め
#
債
務
者
よ
り
比
較
的
高
率
の
利
子 

を
徵
收
す
る
の
必
要
ぁ
る
'0
み

な

ら

ず

"

普

通

貸

借

金

飨
十
.怨

(

一

三

一

を.
.
_

故

'
 
,
資
金
供
价
論

.
额
少
な
く
且
つ
貸
付
期
間
短
.か
き
爲
め
貸
付
金
額
に
比
、
 

し
て
多
く
の
手
，數
を
要
す
る
の
結
果
、
之

-|
:
對
す
る
報 

_

ビ
し
て
觅
に
高
率
の
利
子
を
'請
求
す
る
に
至
：る
な
：
 

b

。
質
商
の
貸
付
に
就
き
て
云
ふ
も
亦
同
じ
。

I 

第1
1

款

銀

行
 

一
銀
行
は
貸
金
業

^

ビ
異
な
り
て
自
己
所
有
の
資
金
.を 

|

貸
付
け
ず
し
て
、
他
ょ
.
0
,預
り
た
る
資
侖
を
述
用
し
て
、

I

，顧
客
に
之
を
融
通
す
る
も
の
な
り
。
各
鈒
行
は
勿
論
資 

I

本

金

な

る

も

の

を

有

す

れ

ど

、

此

廣

本

金

は

寧

/)
-
餵

行 

の
信
用
を
高
む
る
ビ
同
時
に
營
業
上
の
設
備
の
费
用
に 

充
て
ら
る
.、
を
常
と
し
、贷
3
5に
は
预
金
を
利
用
せ
り
o 

\

左
に

朿
ゑ
«1
合
銀
行
の

«
肖
を
揭
げ
其
の
然
る

所
以
を 

一
.示
さ
ん
。

'

康

京

(

大
疋
五
华
茧
ヵ
末
日
現
在
高

〉

.

拂込資本金一

.
五
〇
、
八
ニ
一
、

3£
〇

〇

冏 

.

:

嵇

へ

立'
'

'

余
，
' 

六
'

1.
、
ニ

五

〇

、
七

」

.
'
八

合

針

ニ
—*
ニ
、〇
六
ニ
1、
ニ I 
八

賭

.

預
1

金
四
八
九
、四九

3;
.
、
七
五
六 

諸

貸」

出

.
•傘

-;
四
/v
一
、
四

四3

>八
2£
'八

笫

奪

1
-
5



第
*十

敬

(

3

3

0)

雜 

'
 
錄

裏

象

^'

布
'愤

脓

券
 

i:A
3i
、H
r.
力
、
，

X

 
九{ 

.

.

/

備
ガ
前
丧
は
銀
行
逝
信
錄
第
六
十

I

卷
S

二 

S
ハ
十
八
號U
據
，る 

計

數

は

本

店

の

み
|-
て

朮

苋

市

內

に
现
蓓
せ
石
地
方
銀
行
变 

店
^
含
表
^
。 

，

前
表
に
示
す
が
如
く
ヽ
衆
京
組
合
飯
行
が
普
通
貸
#
、
 

當座、
贷
越
並
に
手
形
割
、
ヒして

«

R {

し
た
る
.大
正
五
，
 

年

五
月
三
十
一
日
現
在
高
は
四
億
八
千
西
萬
圆
な
る
が 

之

に

對

し

て

定

沏

、

當

座

、
.特

別

當

座

及

び

其

他

と

し 

て
爾
入
た
る
同
日
現
在
高
は
四
億
八
千
九
西
萬
圓
な
る 

を
以
て
、
兩
潘
は
略
ぼ
同
额
な
ぅ
^
云
ふ
を
得
可
し
。 

然
&

ば
w

a-
資

本

金

並

に

猜

立

金

の

合

針

金

ー

1

億
千 
一j 

15
旖
圆
は
如
何
な
る
目
的
に
使
舟
せ
ら
る
、
が
。
日
く
、

I 

此
ーI

億
餘
圆
に
對
し
て
は
銀
行
は
.一
億
九
千
五
宵
與
圆
一 

の
布
愤
«

券
を
藏
せ
6
。

，
さ

れば
鐵
行
の
株
主
の
出

資
 

额
は
苻
價
證
券
i

化
し
て
銀
.行
に
保
管
せ
ら
れ
，
贷
出 

に
莩
し
て
は
'预
金
を
利
用
す
る
に
外
な
、&
ず
匕
袋
ふ
^
 

#

ん
か
。
從
つ
て
銀
行
に
對
す
る
資
金
の
赝
値
時
差
は

.
 

猶

丸

級

一「

六

株

主
に
對
す
る
資
金
の
價
値
#
差
ょ&

は
.

寧
ろ
预
金
主 

に
對
す
る
夫
れ
に
依
b

て
定
ま
ら
ざ
る
を
得
す
。
換
言 

す
れ
ば
預
金
主0
價
値
時
差
低
く
け
れ
ば
、
他
の
事
！

E

 

R

し
て
同|

な
る

限
り
、
預
金
多
額
V

J

W

b、
銀
行
の 

資
金
增
加
し
、
貸
付
利
子
步
合
：は

從
つ
て
低
率
に
定
め 

ら
る
.可
し
。
之
に
反
し
て
预
金
主
の
價
値
時
差
高
き
際 

に
は
銀
行
に
對
す
る
資
金
の
®

値
時
差
高
く
、
贷
付
利 

子
步
合
も
從
つ
て
高
率
に
定
め
ら
る
、
な
ら
ん
。
蓋
し 

預
金
に
對
す
る
資
金
の
惯
#!
時
差
高
き
ズ
き
は
»
#
,
は 

收
縮
ず
る
も
の
な
る
を
以
て
な
b

。

»'
四

節

非

金

1

鐵
者
の
價
値
時
差 

次
に
菩
人
は
資
金
の
貸
付
を
以
て
業
務
:
レ

せ
ざ
る
莕 

に
し
て
資
金
を
供
給
す
る
場
合
に
於
け
る
資
金
の
惯
欧 

時
差
力
免
何
に
し
て
定
ま
る
か
を
知
ら
ん
と
^

す
る
も 

の
な
る
が
、
へ
此
：等
非
金
融
樂
**
の
，中
に
は
企
業
家
ビ
非 

企
業
家
の
ニ
種
を
區
別
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
即
ち
&

,« 

業

者

以

外

：の

資

金

供

給

*

^

に
は
.一方

に

於

て®

利

會 

独

以

外

に«
造

業

者

？
商

人> 
農

家

等

の

所

請

企

業

象

ft

な

る

も

の?>
る

ビ

同

時

，
に

又•>
—A方
に
於
て
官
斑
、
ゐ
®
、
 

會
社
鈒
行
員
、
藤
人
等
の
自
已
の
計
算
を
以
て
事
業
を 

i<
營
せ
ざ
，る
渚
ぁ
り
。
さ
れ
ば
、
以
下
本
節
に
於
て
此 

等
雨
秫
の
資
金
供
給
潜
に
對
す
る
資
金
の
偕
値
時
差
を 

略
說
せ
ん
(£
欲
す
。
べ

第

一

款

企

業

家 

資
金
の
貨
付
を
以
て
業
務
ど
せ
ざ
る
企
業
家
に
對
す 

る
資
金
の
價
値
時
差
は
主V

J

し
て
企
業
の
利
潤
率
に
依 

6

て
宛
ま
る
も
の
な
り
と
す
0
例
へ
ば
或
個
人
ド
ー
萬 

!i
の
資
金
を
投
じ
て
靴
製
造
業
を
營
み
年一

千
圓
の
純 

,矛
益
を
擧
げ
つ
、
6

り
と
せ
ん
か
ゝ
此
靴
製
造
業
者
に 

對
す
る
資
金
の
價
値
時
楚
は
一
割
內
外
^

る
可
し
。
さ 

れ

ば

若

し-*
企

業

家

が

增

資

を

な

す

爲

め

に

一

千

圆

の
 

■f
t

金
を
借
用
す
る
S>
J
せ
ば
、

一
割
迄
の
利
子
を
支
拂
ふ 

を
餾
せ
ざ
る
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
ノ
假
り
に
年
額
千
圆
の 

利
潤
を
以
て
生
計
费
に
充
て
一
西
圓
を
剩
t,
<

せ
ば
、 

i}
b

刺
餘
金
は
如
何
に
處
分
せ
ら
る
、
な
ら
ん
か
。
«

ふ 

に

其

處

分

方

法

は

へ

一

)

事
業
の
搬
張
に
之
を
用
.ゆ
る「 

第

十

卷

(

一
'H
一
 
一
 

一o

雜
錄
資
金
供
給
論

か
、(

ニ)

消
费
の
m
l的
に
之
を
充
つ
る
か
、(

三)

或
は
他 

に
1S
#

け
又
は
鈒
行
に
预
入
す
る
か
を
以
て
主
な
る
も 

の

ど

す

可

し

。

而

し

て

企

業

家

.が

此

三

方

法

中

孰

れ

を 

選
ぶ
か
は
遵
時
.に
於
け
る
秫
々
の
事
情
に
依
り
て
定
ま 

る
も
の
な
ぅ
^
す

。

假

り

に

事

業

が

益

々

隨

盛

ビ

^

る 

可
#

こ
ビ
を
豫
想
し
、
增
資
を
な
す
も
尙
ほ
從
前
の
利 

潤

率

を

維

持

し

得

る

の

見

込

.*
り

て

増

資

の

念

切

な

る 

■と

き

に

は

"

百

圆

の

餘

剩

金

は

此

因

的

に

利

用

甘

ら

る 

、
な

ら

ん-
而
か
も
病
氣
_
冠
婚
葬
锬
、
其
他
不
测
の 

出
來
事
の
爲
め
臨
，時
に
费
用
を
要
し
、
其
用
途
に
充
つ 

可
き
資
金
の
偕
値
時
差
が
，；1:

削
以
上
な
る
e
き
は
百
圆 

の
餘
刺
金
は
此
方
®

に
利
用
せ
ら
る
可
し
。
又
貸
借
上 

何
等
の
危
險
と
手
數
2

を
伴
は
ざ
.る
場
合
に
年
一
剡
以 

上
の
利
子
步
合
を以
て
之
が
.融
通
を
乞
ふ*
ぁ
ら
ば
、 

此
餘
剩
金
は
貸
與
せ
ら
る
、
こ

<£
ぁ
る
な
ら
ん
。

次
に
假
b

に

事

業

の

利

.潤

率

は

過

去

に

於

て

一

割

な 

り

t

r
最
早
馮
擴
張
0
:餘
地
な
く
、
强
ゐ
.て
堺
資
を 

企
：つ
るV

J

せ
.ば
^

增
資
额
に
*
す
る
利
潤
率
は
激
減
し

.第

森

七
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十
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一
三
二)

雜

錄

資
金
供
：給
m

て
年
五
分
を
出
で
ず
ビ
想
像
せ
ら
る
\
ビ

し

、
.
.
且

つ

何 

等

不

時

の

入

殺

を

'要

す

る

こ

と

な

し

V
J

せ

ば

、
W
I1
の 

餘

剩

金

は

他

人

に

提

供

せ

、ら

る

可

-L
。
此
際
若
し
高
率 

の
利
子
を
以
て
個
人
に
贷
付
く
る
こ
ビ
を
得
ざ
れ
ば

 ヽ

錄
行
に
预
入
せ
、b
る
、
な
ら
ん
。
而
か
も
®
行
ょ
り
收 

め
#
.る

低

利

が

事

業

增

資

の

豫

想

利

潤

率

.ょ

り

も

下

位 

に
往
ら
ば
、
此
餘
剩
金
は
增
資
に
别
用
せ
も
る

\
こ
i
 

な
し
e

せ
ず
。

要
す
る
に
、
金
f
f
l業
洛
以
外
の
企
業
家
に
し
て
資
金 

を
供
給
す
る
苕
に
®
す
る
資
金
の
惯
値
時
差
の
高
低
を 

恒
久
的
に
足
む
る
も
の
は
企
業
の
利
潤
率
な
り
ビ
す
。 

«
谷
企
業
家
が
一
先
の
時
に
於
て
一
定
额
の
餘
剩
金
を 

布
せ
る
際
不
時
の
出
來
事
の
游
め
臨
時
费
を
耍
す
る
ビ 

き
、
資
金
の
價
値
時
差
頓
み
に
上
騰
し
、
企
業
利
潤
率 

R
依
り
て
定
ま
り
た
る
f
f
i値
時
差
を
一
時
企
業
家
の
意 

識
外
R
驅

逐

す

る

こ

ビ

あ

る

可

し

.0
、

第
ニ
款
，
'非
企
業
家 

.
官
公
史
、

.#
||
:齦
沂
提
、
.勞
働
者
並
に
全
く
不
勞
听

笫

九

號

八

得
を
以
て
食
す
る
者
が
資
金
を
供
給
す
る
際
に
於
て
兆 

者
に
對
す
る
資
金
の
價
値
時
寒
は
所
得
の
大
小
、性
®
、
 

其
時
に
於
け
る
特
钝
の
事
情
に
依
■り
て
定
ま
る
も
の
な 

5
.ど
す
。
此
理
は
旣
に
#,
論
せ
し
を

以
て
玆

に
爯
び
之 

を
赘
す
る
要
な
し
。(

前
號
拙
稿『

資
金
需
用
論』

第
四 

節
參
照)

第
£
節
資
金
の
靨
阐
者
と
供
給
者 

純
利
子
步
合
は
®

借
に
何
等
の
危
.

又
は
半
數
.の
1# 

は
ざ
る
場
合
に
於
け
る
資
金
の
l
IT
f
l用
ビ
供
給
ビ
が

;

致 

す
る
點
に
於
て
定
ま
る
も
の
に
し
て
、
成
る
個
人
が
资 

金
を
需
厢
す
る
は
其
個
人
に
對
す
る
資
金
の
惯
値
峙
差 

が
旣
に
定
ま
れ
る
刹
子
步
合
.上
り
も
高
く
、
又
或
る
個 

人

が

資

金

'を

供

給

す

る

は

典

個

人

に

對

す

る

資

金

の

惯
 

値
時
差
が
既
定
の
利
子
步
合
ょ
り
も
低
き
爲
な
る
こ
^
* 

は
上
述
の
如
く
な
る
が
、
資
金
の
偕
値
時
差
な
る
も
の 

が
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
は
旣
に
上
文
並
に
前
號
に
於 

て
詳
論
せ
し
を
以
て
、
吾
人
は
今
や
進
ん
で
綜
合
的
に 

純
利
子
步
合
決
®

の

法

則

を

出

.發

點

と

し

て

實

際

の

利

子
步
合
が
如
何
に
し
て
決
定

さ
る
、
か
.を
講
究
せ
ん
と
.

. 

欲
す
る

も
の
な
るi
、
先
づ
順
序
ビ
し
て
本
節
に

於
て 

资
金
の
需
用
者
ビ
做
給
激
の
_
_
を
明
:̂
に
：せ

ん

と

欲 

す
。眾

に〗

融
通
階
級
內
に
於
け
る
資
金
の
®
用
衮
並
に 

-

供
鈴
茗V

J

云
ふ
ど
雖
も
、
此
融
通
階
級
內
に
於
け
る
谷
一 

個
人
は
常
に
資
金
の
需
用
溝
た
b

或
は
又
常
に
其
供
給 

漭
た
る
に
非
す
し
て
殆
ん
ど
總
て
の
人
は
時
1

し
て
は 

資
金
の
需
用
赉V

J

な
6
、
又
時V

J

し
て
は
其
供
給
潘W

 

な
る
も
の
な
6

。
例
へ
ば
、
銀
行
ょ
り
今H

Z

資

金

を

借\ 

入
る
、
者
も
明
日
銀
行
に
遊
金
を
» -
入
す
る
こ
ビ
あ 

り
。
又
ー
靑
年
檄
士
が
開
業
.す
る
爲
め
に
朋
友
ょ
b
 
一
 

\ 

千
圆
を
借
受
け
た
る
後
收
入
の
一
部
を
貯
菩
紙
行
に
顸j 

入
す
る
こ
ど
6

彡
。
K

に
又
先
月
十
圆
の
郵
便
貯
金
を 

有

せ

しI

勞
働
潘
が
今
月
不
時
の
用
途
に
充
つ
る
爲
め 

に
之
を
リ
出
し
尙
ほ
不
®

な
る
が
故
に

«

商
^
.
り
五
圓 

の
®
通
を
乞
ふ
こ
i

あ
り
。
斯
く
の
如 

殆
ん
ざ
總
て 

の

人

は

資

金

の

，肅

用

者

た

り

又

供

給

漭

た

る

も

の

な

り

第
十
卷
，

(
！

三〗

5)

雜

錄

資
金
^
#
論

w
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^
--,
;
r=

一...r;:
u''
lv-
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>-
l
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T
:
'
l-
-
:i.
ll
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.j 

*-■ 

■

*/
'■
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- 

.
r
f
-- 

f 
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- 

. 

r
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Y
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~l
- 
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.

~t
l 

-
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“
-
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1
2
^
*
e 

I-.

gr
l-v
.y..-- 

■ 

<
 
•-■-'
r
- 

it 

■-•
■
、■
/
>

s

雖
も
金
融
業
者
殊
に
銀
行
を
除
け
ば
，
谷
個
人
は
一 

定
の
時
に
於
て
は
資
金
の
需
用
潘
た
る
か
或
は
供
給
漭 

た
る
も
の
に
し
て
、
同
時
に
此
兩
資
格
を
備
ふ
る
こ
i
 

な
し
。

然
ら
ば
或
る
' 〗

定
の
時
に
於
て
個
人
を
じ
て
資
金
の 

需
用
者
た
ら
し
め
或
は
又
供
.卿
者
た
ら
し
ひ
る
も
の
は 

何
ぞ
や
。
aく
、
前
述
の
如
く
資
金
.の
惯
値
,
差
利
率
步 

合
の
關
懷
即
ち
是
れ
な
レV

J

す
。
或

る；

定
0
時
に
於 

て
資
金
を
需
用
す
る
膠
た
供
給
す
る
i

を
刖
は
す

、
 

總
て
の
個
人
に
對
し
て
は
資
金
か
價
値
時
差
な
る
も
の 

ぁ
6

て
、
此
價
値
ゆ
^

に
：詳

述

ぜ.る
が
如
く
人
に
依
ぅ
、 

，.又
同

一
人
に
在
&
.て
も
時
に
依
$

て
差
異
ぁ
る
も
の
な 

•る
が
、
或
る
一
定
の
時
例
へ
ば
大
疋
五
年
九
パ 

一n：

午 

前
十
時
十
分
ビ
云
ふ
が
如
きj

時
®
に
於
て
は
各
個
人 

に
對
し
て一

定

せ

る

も

の

な

す

。
而
か
も
此
偕
14 

時
差
た
る
や
各
個
人
の
所
得
の
大
小
、
賢
思
、
職
業
の 

性
®

、.
年
®

、
個
性
つ
其
時
の
#

秫

の

^

情

等

に

敗

り

て

定

ま

る

も

の.な

る

を

以

て

、人
毎

に

異

な

れ

b
v
j

云 

. 

笫

九

雛

こ
^
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雜

錄

资

I

I

第
九
號

1

ニ
〇
•

ふ

を

妨

げ

すo
從

つ
.て

、，
各

融

通

階

級

にM
す
る

個

人 

間

に

は

其

人

數

：に

栩

當

す

る

丈

け

の

異

れ

る

價

値

時

差 

の
^

在
す
る
I

の
.̂
斷
t'
る
こV

J

を
#

可
し
。
さ
れ
ど 

假
り
に
ぬ
#
數
の
價
値
時
差
を

比
較
的
少
數
の

f

l: 

分
類
し
之
を
曲
線
を
以
て
表
示
す
る
^
せ
ば
左
の
如 

き
結
果
を
得
可
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
ず
。

•

即
ち
圖
に
示
す
が
如
く
、
何
等
の
價
値
時
楚
を
有
せ 

ざ
る
者
は
非
常
に
少
な
く
、
偕
値
時
差
の
上
る
に
從
ひ 

人

數

增

別

し

、

1

定
の
程
度
に
奢
せ
ば
、(

圖
に
於
て
は 

五
分
に
於
て)

人

數

最

も

多

く

、

夫

れ

ょ

-
^
時

楚

办

上
 

る
に
連
れ
人
數
次
第
に
減
じ
"
，一

割
の
價
値
時
差
を
有 

す
る
者
頗
る
少
な
し
9
勿
論
'此
曲
線
の
形
狀
は
融
通
階 

級
を
異
に
し
、
又
同
一
階
級
に
在
り
て
も
時
を
興
に
す 

る
に
從
ひ
左
の
勿
く
數
々
に
變
動
す
る
も
の
な

ク

，t

f p ” ベ ' マ 致 兮 次 ギ さ 》和神f 球ぎ'ヤ 勺 レ 5巧，扩v 奴辦ケネ了谷成すて5相べぐ^辩漱-昨'印，ド吹ダが，抑*ひて代-

嗽

第

十

卷

(

一

三
ニ
S

雑

錄

資

金

供

給

論

斯
く
の
如
く
一 

融
通
階
級
內
の
谷
個
人
は
他
ど
興
れ 

る
價
値
時
差
を
有
す
る
も
の
な
る
が
、

一
定
の
時
に
は 

各
融
通
階
級
內
に
於
てI

定
の
利
子
步
合
な
る
も
の
わ 

る
が
故
に
、
此
利
子
步
合
ょ
り
高
き
價
値
時
差
を
育
す 

る
者
は
資
金
の
«

用
*

:̂
な
り
。
之
ょ
り
も
低
き
1|
1[ 

時
萣
を
有
す
る
者
は
資
金
の
供
給
者
e

な
る
な
り
。
是 

れ
が
爲
め
に
、

r

定
の
時
に
於
て
は
ー
定
0
利
子
步
合 

の
下
に
個
人
は
資
金
の
»

用
奢
と
供
給
#

の
ー〗

圆
體
に 

分
^
.る
、
も
の
な
"
^̂:
す
。
然
^
'

難̂
も
、
各
^
*

の̂
. 

價
値
時
差
並
に
利
子
步
合
は
常
に
變
動
す
る
も
の
な
る 

を
以
て
、
此
圏
體
の
境
界
線
は
變
動
し
て
止
む
こ
と
な 

き
を
記
憶
す
る
を
要
す
。

.

然
る
に
銀
行
は
一
方
に
於
て
預
金
主
ょ
ぅ
資
金
の
供 

給
を
受
け
他
方
に
於
て
其
資
金
を
貨
付
く
る
も
の
な
る 

を
以
て
、

一

見
同1

の
時
に
於
て
ニ
個
の
傾
値
時
差
を 

有
し
、
且
つ
同
時
に
資
金
の
需
用
者
た
b

又
供
給
者
^
 

る
の
顧
あ
る
も
實
は
然
ら
ず
。
我
國
の
銀
行
が
當
座
预 

金
に
對
し
て
年
三
分
乃
至
四

分

、
_
特

別

當

座

預

金

に

對

■

雜

光

猶

ニ

ニ
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ニ
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雜

M

0

S

M

し
て
は
四
分
內
外
の
荆
子
を
支
拂
ふ
と
同
時
に
借
主
よ 

b

林
锻
低
七
分
杓
外
よ
^
:i 

.割

爾

後

の

利

子

令

徵

收

せ 

b
t
j雖
も
、
预
金
利
子
ど
贷
付
利
子
ど
の
間
に
於
け
る 

此
三
四
分
の
開
き
は
鈒
行
が
ニ
掘
の
價
値
時
差
を
有
せ 

も
が
故
に
生
ず
る
も
の
に
非
ず
し
て
.、
此
等
差
は
銀
行 

が
借
主
よ
り
微
收
す
る
保
險
料
並
に
乎
數
料
を
構
成
す
. 

i

も
の
な
&

ビ
す
。
換
言
す
れ
ば
一
定
の
時
に
は
ニ
定 

ー
の
偾
値
時
盖
を
有
し
ノ
之
よ
6

以
下
に
て
資
金
を
供
給 

す
る
者
あ
ら
ば
预
り
、
夫
れ
以
上
の
純
利
子
步
合
.

(

膂 

a

の
利
子
步
合
よ
り
保
險
料
並
に
手
數
料
の
率
を
控
除 

せ
る
も
の)

を
以
て
資
金
の
融
通
を
請
ふ
*

あ
る
^
き 

は
北
要
求
に
應
ず
る
も
の
な
り
ふ
す
。 

~ 

以
上
論
述
せ
る
所
簡
に
失
し
て
意
を
盡
さ
C
る
點
少
一 

か
、b
ざ
る
も
、
其
補
足
は
紙
而
の
都
合
に
依
b

他
日
に
一 

±

を
讓
ら
ん
ビ
欲
す
。

：

第
九
鑛
：

ir

H

I
B
J
i

批

評

i
縐

介

宇
野
利
右
術
門
著

『

職

エ

優

遇

法

之

根

據

』

大
正
五 >

.

六
刀(

大
阪
市〕

H

業
敎
育
#
發
行 

猫
版
三
瓦
八
十
蒐
附
錄
四
十
八
頁
芷
惯
金
ニ
_
五
十
錢

本
書
は
我
國
特
純
の
勞
働
1

の

_

心

な

る

硏

究

者
 

と
し
て
有
名
な
る
苹
野
氏
が
執
筆
し

つ
、

わ

る

全

編

一

一

. 

十
四
册
.ょ
り
成
る
一
大
著
述『

職

.1
:
優
遇
論』

の
第
_-
*
1 

.篇
な
ぅ
と
す
。
第

;

篇

は

f

職
工
間
®

解
決
.法』

ど
題 

し
て
大
正
四
年
十
月
上
梓
せ
ら
れ
し
が
ヽ

苔
人
は
同
年 

十
二
月
の
本
認
紙
上
に
於
て
其
所
論
の
梗
■
を
紹
介
せ 

P
O
著

漭

は

账

囘

發

表

せ

し

第

ニ

猗

に

於

て

職

エ

礙

遇 

法
の
發
逢
を
叙
説
し
、
.本
.年

十!

月
^

に
上
梓
す
可
ぎ 

馆
一
ー
ー
篇
に
於
で
職
H

M
ff
l

論

の

'根

抵

に

論

及

す

る

の

豫
 

定
な
り
し
が
プ
第」

.篇

R
:
■
於

て

著
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